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研究成果の概要（和文）：東南アジア熱帯林を代表する大型鳥類サイチョウ類を対象として、行

動追跡データと種子の体内滞留時間のデータを組み合わせ、サイチョウ類がつくりだす種子散

布範囲を推定した。その結果、大型種のサイチョウ類と比べて小型種の種子散布距離の中央値

や最大値は短く、大型種のサイチョウ類の絶滅にともない種子散布距離が減少することから、

小型種のサイチョウ類だけでは、大型種の生態系機能を代替することができないことが示唆さ

れた。 
研究成果の概要（英文）：I studied hornbills in the tropical forests of Thailand, to 
understand their movement patterns and evaluate their effectiveness as seed dispersers. 
To estimate hornbill contribution to a particular tree species’ seed shadow I combined 
data from movements, determined by radio-tracking, with data from seed passage trials. 
Combining these data, I estimated that the median and maximum seed dispersal distances 
of small hornbills were shorter than those of larger species. Small hornbills are not 
able to alternate ecological roles with large hornbills, and thus loss of large hornbills 
may lead to reduce seed dispersal distances for many hornbill-dispersed plants in tropical 
forests. 
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（１）研究開始当初の背景 
種子散布とは、種子が親植物から離れ、運

ばれ、地表に落下し、そこに定着することで
あり、固着性の植物が移動できる数少ない局
面の一つである。鳥や哺乳類などが好んで食
べる多肉質の果実をつける植物は、熱帯から
温帯に至るまで森林の樹木の多様性に貢献
し、森林における動物の食物資源としても機

能している。東南アジア熱帯においては、森
林の最上層こそ風・重力散布型のフタバガキ
科樹種が優占するが、群集全体の種数からみ
ると動物散布型の樹種が大部分を占める
(Corlett 1998, Biol Rev 73:413-448; 
Kitamura et al. 2005, Biodivers Conserv 
14:1241-1262)。 
種子散布者の重要性は、研究対象とする空
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間スケールによって異なる。ある植物個体に
とって、ある特定の種子散布者の有効性は、
その植物個体の適応度への貢献度と定義す
ることができる (Schupp 1993, Vegetatio 
108:15-29)。このシステムでは、以下のよう
に表現される。 

有効性 = 量×質 
ここで量とは散布される種子数であり、質

とは散布された種子が繁殖個体へと成長す
る確率である。量の要素は１結実木への訪問
頻度と２訪問あたりの消費果実数、質の要素
は３果実食動物の口や腸内での種子への影
響と４散布された種子が生き残り、繁殖個体
へとなる確率として定義される。１、２、３
は、結実木での果実消費の観察や果実食動物
に利用された果実の種子発芽実験などを通
して評価することができる。しかし、４は散
布された種子の運命を長期間にわたって追
跡する必要があり、非常に困難である。その
ため、結実木からの散布距離の推定、散布地
での種子食害の程度や実生の生存率などを
評価することで、その代替的な指標としてい
る研究がほとんどである。 
サイチョウ類はアジア・アフリカ熱帯林に

おける最大の果実食鳥類で、その生態系の健
全さを示す指標種である。しかし、乱獲や森
林破壊などによる局所的な絶滅が著しく（ア
ジアの熱帯林に生息する 31種中 20種が IUCN
のレッドリスト掲載種）、その種子散布者と
しての生態系機能の解明は急務である。 
申請者は 1998 年よりタイの熱帯林でサイ

チョウ類の生態系機能（種子散布）とその保
全に関する研究を継続し(Kitamura et al. 
2002, Oecologia 133:559-572)、大型種子を
もつ樹木（センダン科 Aglaia spectabilis
とカンラン科 Canarium euphyllum）において
サイチョウ類が量的に有効な種子散布者で
あることを明らかにした(Kitamura et al. 
2006, J Trop Ecol 22:137-146; Kitamura et 
al. 2004, J Trop Ecol 20:421-427)。 
 
（２）研究の目的 
本研究では、電波発信機を装着したサイチ

ョウ類の行動追跡データと飼育個体を利用
した給餌実験による種子の体内滞留時間の
データを組み合わせ、同所的に生息する 3 種
のサイチョウ類がつくりだす種子散布範囲
（サイチョウ類が散布する種子の分布パタ
ーン）を推定し、長距離散布者としてのサイ
チョウ類の潜在的な能力を明らかにする。 
さらに人為的撹乱の影響を受けやすい大

型種が絶滅した場合、小型種がそれらの生態
系機能を代替することができるのかを種子
散布者としての有効性の観点から評価する
ことを目的とする。 
 
（３）研究の方法 

①サイチョウ類の移動距離 
タイ国カオヤイ国立公園において電波発

信機が装着されている 3種のサイチョウ類を
対象とした行動追跡データを収集し、単位時
間（60分間）あたりの移動距離を明らかにす
る。 
 
②種子の体内滞留時間 

バンコクのドウシット動物園で飼育され
ているサイチョウ類を対象として、複数種の
餌果実を用いた給餌実験を行う。ビデオカメ
ラを用いた長時間録画により、サイチョウ類
が果実を食べてから種子を吐き戻す（排泄す
る）までの時間を記録し、種子の体内滞留時
間を明らかにする。 
 
③サイチョウ類の種子散布範囲 

ある特定の動物がつくりだす種子散布範
囲は単位時間当たりの移動距離とその時間
に散布される種子の関数として表現できる
(Murray 1988, Ecol Monogr 58:271-298)。
上記①と②の結果を組み合わせ、3種のサイ
チョウ類による種子散布範囲を推定し、長距
離散布者としてのサイチョウ類の潜在的な
能力を明らかにする。 
先行研究からサイチョウ類が量的に有効

な種子散布者であるセンダン科 Aglaia 
spectabilis とカンラン科 Canarium 
euphyllumの結果と組み合わせることで、人
為的撹乱の影響を受けやすい大型のサイチ
ョウ類が絶滅した場合、小型種が大型種の生
態系機能を代替できるのかを検討し、これら
の樹木の種子散布過程に及ぶ影響を評価す
る。 
 
（４）研究成果 
①サイチョウ類の移動距離 
カオヤイ国立公園において 5羽のオオサイ

チョウと 4羽のシワコブサイチョウを対象と
したラジオテレメトリー法による行動圏の
推定データを再解析し、単位時間あたりの移
動距離を推定した。単位時間（1-4h）あたり
の平均移動距離は両種でほぼ同じで（オオサ
イチョウ：0.3-0.5km、シワコブサイチョウ：
0.4-0.6km）、1km を超える長距離移動が 20%
を越した（図 1、2）。 



図 1．オオサイチョウの単位時間あたりの移
動距離。 
 

図 2．シワコブサイチョウの単位時間あたり
の移動距離。 
 
②種子の体内滞留時間 
種子の体内滞留時間は、ドウシット動物園

で飼育されている 6種を対象として、果実 10
種 1561 個のデータを得た。種子の体内滞留
時間の中央値は 60 分（範囲：2-237 分）で、
大部分が 60 分以内に口から吐き戻すまたは
糞として種子が排泄されたが、10%の種子は 2
時間以上の体内滞留時間を示した。 
大型種子を持つ樹木 Aglaia spectabilis

では、オオサイチョウ 18 個、シワコブサイ
チョウ 65 個について、種子の体内滞留時間
のデータを得た。前者は、種子の体内滞留時
間の中央値は 28 分、範囲は 2-66 分、1 時間
を超えた種子は 11%だった。後者は、中央値
が 47 分で、範囲は 25-131 分、1 時間を超え
た種子は 23%だった。 

Canarium euphyllumでは、オオサイチョウ
2 個、シワコブサイチョウ 7 個についてしか
種子の体内滞留時間のデータを得ることが
できなかった。オオサイチョウでは 43-80分、
シワコブサイチョウでは 38-124分だった。 
 
③サイチョウ類の種子散布範囲 

Aglaia spectabilisの場合、上記１）と２）
の情報を組み合わせて推定された種子散布
距離は、オオサイチョウで 0.4km を超えるも
のが 57%、1km が 23%、3kmが 2%で、最大 7.4 
km だった。シワコブサイチョウでは 0.4km を
超えるものが 47%、1kmが 19%、3kmが 5%で最
大 7.8km だった。 
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